
オープンキャンパス号無料送迎バス

札幌駅 発 東室蘭駅 着 東室蘭駅 発 札幌駅 着

北斗 号
北斗 号

北斗 号

函館駅 発 東室蘭駅 着 東室蘭駅 発 函館駅 着
北斗 号 北斗 号
北斗 号 北斗 号

札幌駅 発 東室蘭駅 東口 着 東室蘭駅 東口 発 札幌駅 着

　オープンキャンパス当日は、「JR東室蘭駅西口」より「メイン会場（体育館）」まで無料送迎バスを
運行します。
　バス乗り場や時刻表は下記をご参照ください。

東室蘭駅 西口発 室蘭工業大学 体育館 着 室蘭工業大学 体育館発 東室蘭駅 西口着

この間 バスを随時運行 この間 バスを随時運行

■ オープンキャンパス専用バス時刻表

■ オープンキャンパス専用バス乗車場
■ 室蘭工業大学　体育館　乗車場■ JR東室蘭駅　西口　乗車場

B

B

B

オープンキャンパス
専用バス バス停
（体育館前）

大学
正門

体育館
オープン

キャンパス受付

札幌・新千歳空港方面 － 室蘭方面
■ JR時刻表

■ バス時刻表(道南・中央）《高速白鳥号》

すずらん2号
すずらん9号

函館方面－室蘭方面

札幌－室蘭

〒050ｰ8585 北海道室蘭市水元町27ｰ1
TEL.0143ｰ46ｰ5163(入試戦略課入試企画係)
FAX.0143ｰ45ｰ1381　E-mail nyushi@mmm.muroran-it.ac.jp確かな研究力をベースとした教育力

! お願い

室蘭工業大学キャラクター／ムロぴょん

東室蘭駅から
無料送迎バス
運行予定！
JR東室蘭駅西口～
室蘭工業大学
公共交通機関を
ご利用ください。

2023年 室蘭工業大学オープンキャンパス

室蘭工業大学
オープンキャンパス

58/ 土

9：30

▲

16：005土8/ 終日参加可能です

来場者用の駐車場を用意しておりますが、数に
限りがあり、予定者数を超えた場合には駐車す
ることができない場合があります。可能な限り、
公共交通機関や東室蘭駅からの無料送迎バスを
ご利用いただきますようお願いします。

2023 OPEN ＣＡ　ＰＵＳ参加対象者：高校生・受験生
（一部、保護者の方を対象とした企画も用意しています）

確かな研究力をベースとした教育力

【HPアドレス】 https://muroran-it.ac.jp/entrance/admission/event/opc/
事前予約 7月1日土 から受付開始！※定員を超えた場合は先着順となります｡

オープンキャンパスに参加する場合は
必ず事前に予約をしてください。

オープンラボラトリ 学科・コースでの学びを体験しよう！

キャンパスツアー 室工大生の生活環境や
　大学の研究施設などを見学しよう！

特 別 企 画 もっと室工大を知りたい人へ！

・発熱や体調不良などの場合には来場をお控えください。
・今後の新型コロナウイルスの感染状況により、開催中止や開催内容等が変更
　になる可能性があり、この場合は本学ホームページでお知らせいたします。

詳細･最新情報
はホームページ
にてお知らせ
致します➡➡➡
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キャンパスツアー
1.　 キャンパス周辺バスツアー
2.　 歩いて見学
3.　 女子学生寮見学会

1.　 模擬講義　研究基盤設備共用センター企画
　　　　 分析機器に触れてみよう
2.　 室蘭工業大学生協企画
　　　　 保護者説明会　～室工大生の暮らしがわかる～
3.　 学内自由見学　図書館

特別企画

無料送迎バス  オープンキャンパス号

◆創造工学科
　　1.　 建築土木工学コース 
　　　　　　建築土木工学コース紹介、未来の公園を考える  他
　　2.　 機械ロボット工学コース
　　　　　　機械ロボット工学コースの紹介
　　　　　　日本のモノづくりの根幹を支える鋳造を体験  他
　　3.　 航空宇宙工学コース
　　　　　　飛行機の操縦メカニズムをフライトシミュレータと
　　　　　　風洞実験で、ジェットエンジンを実物で体験しよう！ 他
　　4.　 電気電子工学コース
　　　　　　電気電子工学コースの紹介、電気電子工学展示コーナー  他

◆システム理化学科
　　1.　 物理物質システムコース
　　　　　　-196℃の世界と超伝導、体感！鋼（はがね）がバネになる瞬間
　　2.　 化学生物システムコース
　　　　　　化学生物オープンラボラトリ1～9：無限大の可能性はここで花開く
　　3.　 数理情報システムコース
　　　　　　数理情報システムの最前線：室蘭から世界へ  他

1.　 学科紹介ブース
2.　 入試・奨学金相談ブース
3.　 国際交流センター企画ブース
4.　 お持ち帰り・展示コーナー
5.　 室蘭工業大学生協ブース
6.　 希土類材料研究センター（ムロランマテリア）紹介ブース
7.　 キャリア・サポート・センター紹介ブース

■模擬講義　研究基盤設備共用センター企画
【 1】分析機器に触れてみよう

（定員：午前10人、午後10人） 

■出発　体育館入口 時間　11:25～12:25、14:35～15:35

特別企画

■学内自由見学
図書館
 

■会場　図書館 時間　10:00～16:00

室蘭の新生活について、現役学生がご紹介します。

※こちらの企画は高校生、保護者どちらも申込可能です。

■ 室蘭工業大学生協企画
【 2】保護者説明会 ～室工大生の暮らしがわかる～

（定員：100人） 

■会場　N209 時間　11:25～12:25
※こちらの企画は保護者のみ申込可能です。

※こちらの企画は申込不要で、高校生、保護者どちらも参加可能です。



室蘭工業大学
OPEN CAMPUS へようこそ

学 長　空閑  良壽
　室蘭工業大学では今年、全国から３つの県を除く44の都道府県からと外国から635名の
１年次入学者を新たに迎えました。そのうち、女子学生は100名と過去最高になっています。
新入生諸君は、万全の感染症対策をとりながら、原則対面型の授業スタイルで臨んでいます。

　さて、今年は４年ぶりに、コロナ禍のスタイルを取り戻してのオープンキャンパスが実現
できることをたいへん嬉しく思います。ぜひたくさんの、本学を志望校の一つと考えている
高校生の皆さんや関係者の皆様に、本学キャンパスにお越しいただき、本学の教育と研究の
一端に触れていただきたいと願っております。オープン・ラボラトリでは本学が力を入れて
いるアクティブ・ラーニングに通じる体験学習も用意しています。
　本学では全学をあげて、ものごとの本質をつかむ探究心を持ち、ICTやAIの本質を理解して
使いこなし、もの・価値づくりに貢献できる工業大学ならではの情報技術を身につけた理工
学部の学生諸君を育てています。さらに大学院においても、全学的に情報教育を充実させた
国立の工業大学ならではの教育や研究を実践しています。

　本学の強みは教育力の裏付けとなる確かな研究力です。本学には、日本で１位、２位を競
う研究分野が２つもあることをご存知ですか？
　本年４月に発行された朝日新聞出版の「大学ランキング2024」によると、コンピュータ科
学分野における「分野別論文引用度指数（2017～2021）」で、本学は日本第２位となり、６
年連続で１位、２位と大変高い評価を得ています！！さらに嬉しいことに、今回は数学分野で
は、なんと全国１位に輝きました。このことは本学の論文が他の研究者へのインパクトが高
いことを示しており、論文の質が大変高いと捉えています。
　また、主に研究力の観点から評価したTHEの世界大学ランキングでは、2022年10月の発表
で５年連続のランクイン(1501＋位)、Engineering部門では1001+位となり、国立工業系大
学のなかでは、電気通信大、豊橋技科大、名古屋工大と並んでおり、国内大学では22位タイ
に位置しています。またもう一つの世界の代表的的ランキングであるQSアジア大学ランキン
グ2023においても、本学は2年連続でランクイン（451～500位）しています。この２つの主
に研究力に基づく世界大学ランキングに入っているのは道内では、本学と北大の２大学のみ
となっています。
　この他、朝日新聞出版「［AERAムック］大学ランキング2024」によりますと、全国の進学
校約2,000校の先生へのアンケート結果から、高校からの評価ランキング「教育力が高い」全
国で28位、「小規模だが評価できる」全国で24位として、全国の名だたる国公私立大学と並
んで我が室蘭工業大学が選ばれました。本学の教育・研究が高校の先生方から信頼されてい
る証と大変うれしく思います。さらに、企業の人事担当者から見た大学イメージ調査2022年
度版では (日経キャリアマガジン)、就職力ランキングが道内３位にランクインし、本学の卒
業生諸君は企業から高い評価を得ています。また、卒業生の活躍といえば、一級建築士の合
格者数は道内ではなんと第１位となっています（朝日新聞出版2024版）。
　また、本学学生による課外活動の面でも大きな活躍をしており、今年、本学の硬式野球部
は北海道学生野球連盟１部リーグに32年ぶりに昇格し、ハイレベルな戦いの場で日々奮闘し
ています。また、学生サークル「鳥人間部（航空研究会）」においては、テレビでもおなじみ
の「鳥人間コンテスト」に7年ぶりに出場を決めるなど、様々な分野で頑張った姿を見せてお
ります。

　本学教授陣のエビデンスに基づいた確かな研究力をベースとした教育力と延べ４万人に達
する同窓生の社会での活躍や、学生諸君が入学後に身につけたoutcomeこそが本学の実績で
あり強みです。

　広く理工学に興味や関心をお持ちのみなさん、将来の進路の一つとして室蘭工業大学をそ
の選択肢に考えてくださる皆さん、このような本学の紹介はほんの一例でありますので、ぜ
ひ本学までお越しいただき「確かな研究力をベースとした教育力」に実際に触れてみてくだ
さい。オープンキャンパスが有意義な一日となること心から願っております。
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オープンキャンパスのプログラムとスケジュール

（１）学科紹介ブースではオリエンテーション開始前の9：30から専任教員によるミニ実験を行いますので

　　受付の後に是非ご覧ください。また各学科についての質問もこの時間から受付けますので遠慮なく直接

　　教員にご相談ください。

（２）受付は９：30～14：20頃まで随時いたしており、午後のみの参加も可能です。

（３）お帰りの際に、アンケートへの回答をお願いします。（メイン会場受付付近）

（４）学生食堂は11：30開店、14：00オーダーストップです。なお、食事の時間以外も9：00～16：30

　　の間は開いておりますので、休憩スペースとしてご利用ください。

■入試・奨学金相談ブース ～一般入試・推薦入試・奨学金等相談～

■室蘭工業大学生協ブース
『ひとり暮らしのサポート』、『現役大学生のナマの声を聞いてみよう』

■研究紹介ブース ～希土類材料研究センター～

自由見学 図書館（ ～ の間いつでも見学できます）

昼
休
憩

■機器分析センター企画
分析機器に触れてみよう

■学科紹介ブース ～教育・研究内容紹介、相談～

メイン会場企画（１１：００～１５：５０）

キャンパスツアー（事前予約者対象）
■

■歩いて見学

■システム理化学科

特別企画（事前予約者対象）

■機器分析センター企画
分析機器に触れてみよう

特別企画（事前予約者対象）

■女子学生寮見学会
女子寮（①12:15～12:45、②13:00～13:30）

■女子学生寮見学会

（③１５：１５～１５：４５）

■室蘭工業大学生協企画
保護者説明会

～室工大生の暮らしがわかる～

■国際交流センター、キャリア・サポート・センターブース ～留学、就職先等の紹介～

受
付
（
体
育
館
　
９
：
30
〜
10
：
15
）

午
前
の
部
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
移
動
（
体
育
館
集
合
10
：
15
）

午
後
の
部
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
移
動
（
体
育
館
集
合
14
：
00
）

午前企画11：10～12：40 午後企画14：20～15：50

講義室・図書館・大学会館・生協

キャンパス周辺バスツアー

キャンパスツアー（事前予約者対象）

オープンラボラトリ（事前予約者対象） オープンラボラトリ（事前予約者対象）
■創造工学科

・建築土木工学コース

・機械ロボット工学コース

・航空宇宙工学コース

・電気電子工学コース

ものづくり基盤センター・
男子寮・ロボットアリーナ

■

■歩いて見学
講義室・図書館・大学会館・生協

キャンパス周辺バスツアー
ものづくり基盤センター・
男子寮・ロボットアリーナ

女子寮

・物理物質システムコース

・化学生物システムコース

・数理情報システムコース

■システム理化学科

■創造工学科
・建築土木工学コース

・機械ロボット工学コース

・航空宇宙工学コース

・電気電子工学コース

・物理物質システムコース

・化学生物システムコース

・数理情報システムコース
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オープンキャンパスの歩き方 ～今日を有意義な１日にするために～
　オープンキャンパスの主な企画は、午前（11:10～12:40）と午後（14:20～15:50）に行われます。
以下を参考に、午前と午後を組み合わせて、自分に合ったプランをつくって、有意義な1日にしてください。

オープンキャンパスで知りたいことは？ 

そんなときは
たとえば…
そんなときは
たとえば…

そんなときは
たとえば…
そんなときは
たとえば…

そんなときは
たとえば…
そんなときは
たとえば…

そんなときは
たとえば…
そんなときは
たとえば…

そんなときは
たとえば…
そんなときは
たとえば…

そんなときは
たとえば…
そんなときは
たとえば…

ケース１

ケース2

ケース3

ケース4

ケース5

ケース6

ケース7

ケース8

室工大を志望しているし、行き
たい学科・コースもだいたい決
まっているので、研究・教育の
様子を実際に見てみたい。

室工大生が普段どんな環境で

勉強しているのかを知りたい。

学生寮や大学周辺環境、

テレビ等で紹介されていた

センターをみてみたい。

大学の研究設備、機器・装置に

ついて興味がある。

住まいや食生活等、室蘭での生活

が心配。保護者として、室蘭生活

の詳しい情報が知りたい。

室工大を志望しているが、まだ
行きたい学科・コースは決まって
いないので、それぞれの学科の
様子を知りたい。

室工大生のライフスタイルは
どのようなものか知りたい。
アルバイトは？サークルは？

室工大の入試の仕組みや、学費
・奨学金、留学、住居のことを
詳しく知りたい。卒業生には
どんな人がいるの？

行きたい学科・コースのオープンラボラトリ
に参加しよう。午前は満員になるところも
あるので、ご注意を。
（Ｐ8～26）

「歩いて見学」や学内自由見学で講義室や

研究施設、図書館、大学生協を見学しよう。

（Ｐ27,Ｐ28,Ｐ29）

キャンパス周辺バスツアーで学生寮や
ものづくり基盤センター、ロボットアリーナ

をめぐりながら大学周辺を紹介します。

（Ｐ27,Ｐ28,Ｐ29）

研究基盤設備共用センターの特別企画に
参加してみよう。
（Ｐ29）

大学生協企画「保護者説明会」で、室蘭
生活について大学生協職員、室工大生が
紹介します。

（Ｐ29）

・体育館でブースを見学しよう。
　それぞれの学科による簡単な催しも
　あります。

・大学生協企画「ひとり暮らしのサポート」
　のブースでお答えします。

・体育館の入試・奨学金相談ブース、
　大学生協ブース、国際交流センター、
　キャリア・サポート・センター企画
　ブースで疑問を解決できます。

（Ｐ５,P６,P７）

オープンラボラトリ（高校生・受験生向け）

歩いて見学（高校生・受験生・保護者向け）

特別企画（保護者説明会）

キャンパス周辺バスツアー
（高校生・受験生・保護者向け）

（研究基盤設備教養センターの）
特別企画（高校生・受験生・保護者向け）

メイン会場企画
（高校生・受験生・保護者向け）
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室蘭工業大学 キャンパスマップ
オープンキャンパス 受付会場

バス停（道南バス）

バス停（道南バス）

鷲別駅
国道36

号線

登別室
蘭Ｉ.Ｃ.

東室蘭駅国道37号線室蘭Ｉ.Ｃ.
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メイン会場企画
会場　体育館

■学科紹介ブース　［9：30～1５：５0 （9：30～10：00はミニ実験）］
　２学科７コースでの教育・研究内容、卒業後の進路等を詳細に紹介するパネルを設置
し自由に観覧いただきます。受付時間の9:30～10:00にはミニ実験も行います。また、
各種ご相談、ご質問に応じるよう各学科のブースには当該学科の専任教員が待機してい
ます。室工大で学んでみたいと思っていても、現段階ではまだどちらの学科にしようか
決めかねているみなさんもいるでしょう。この機会にぜひ、遠慮なく直接教員に質問し
てみてください。

体育館レイアウト（学科紹介ブース・各種コーナー）

大型スクリーン

創
造
工
学
科

シ
ス
テ
ム
理
化
学
科

受
付

入口

展示コーナー
持ち帰り
コーナー

展
示
コ
ー
ナ
ー

展
示
コ
ー
ナ
ー

休憩席

入試・奨学金相談
国際交流センター
生協ブース

研究センター、
キャリア・
サポート・
センターブース
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メイン会場企画

■室蘭工業大学生協ブース

　室工大での「住」と「食」についてのブースです。
　「住」については、大学周辺のアパート、下宿の様子や家賃、暮らしぶりをご紹介します。
　「食」については、学食や食品を取り扱う店舗についてご紹介します。
　また、暮らし全般についてのご質問にもお答えします。

　オープンキャンパスに参加してみて、「大学の雰囲気はなんとなくわかったけれど、実際
の大学生活はどんな感じだろう？」と思ったあなた、現役学生と直接話してみませんか？
　大学生活の疑問を学生にぶつけてみませんか？講義のことやアルバイトのこと、どんなこ
とでも大丈夫です。

『ひとり暮らしのサポート』

『工大生と話そう』

［お持ち帰りコーナー］各学科案内、前年度本学入学試験問題、前年度大学入学共通
　　　　　　　　　　　テスト試験問題、学生寮パンフレット等を配布予定です。
　　　　　　　　　　　ご自由にお持ち帰りください。

［展示コーナー］　　　本学での出版物等を展示します。ご自由にご覧ください。
　　　　　　　　　　　主な展示物(予定)：学生便覧、大学概要、各センターの概要
 　　　　　　　　　　　など。

■お持ち帰り・展示コーナー

■入試・奨学金相談ブース

　室蘭工業大学における入試には、一般選抜、総合型選抜、学校推薦型選抜、また、高
専・他大学からの編入学試験、さらに、大学院入試など、さまざまなものがあります。
これら入試のみならず、奨学金制度などさまざまな学生支援体制につきましてもご質問
にお答えします。どうぞお気軽にお訪ねください。

『入試に関するご質問をなんでもどうぞ』

■国際交流センター企画ブース

　室蘭工業大学では、大学生のうちに一度は海外を経験したいという学生さんのため、
様々な海外語学研修と交換留学制度を用意しています。
　例えば、オーストラリア研修では、英語研修はもちろんホームステイを経験しつつ、
協定校の学生達と絆が深まる交流をします。英語
圏に限らず、ヨーロッパ、中国、タイでも研修プ
ログラムを用意しており、これらの研修で初めて
パスポートを取得して海外に行くという学生さん
も数多くいます。
　近年は専門分野に特化した実務型の研修も用意
され、マレーシア、ネパール、モンゴル、台湾と、
海外の行先も豊富でプログラムが充実！
　英語力に自信がなくてもNo Problem！
　まずは気軽にブースをお訪ねください。

『今こそ世界に羽ばたこう！海外語学研修、交換留学について』
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メイン会場企画

　当ブースでは、多くのハイテク材料の高性能化を支えるレアアースの材料研究を紹介
します。
　ハイブリッドカーや電気自動車、PCやスマートフォンにはたくさんのレアアース元素
（希土類元素とも呼びます）が使われています。しかし、このレアアースは世界でも特
定の国でしか採ることができません。当研究センターは、「ハイテク産業のビタミン」
とも言われるレアアース元素にスポットを当てて研究を
進めている研究者たちが一同に介した、国内でも非常に
珍しい研究組織です。レアアース元素が発揮するこれま
でにない機能を追求し、さらに新しいレアアース元素の
有効活用法の提案が私達の目標です。
　パネル展示では、温度差を利用して発電を行う熱電変換
材料、フロンガスやコンプレッサー不要の磁気熱変換材
料、廃棄物から希土類の回収を目指すリサイクルプロセ
スなど、２１世紀のエネルギー・環境・資源問題を解決
する上でもきわめて重要な技術について、最新の研究成
果と併せて説明します。是非とも見て触ってレアアース
研究の最前線を体験してください。

■希土類材料研究センター（ムロランマテリア）紹介ブース
『産業・環境・エネルギーを支えるレアアース』

■キャリア・サポート・センター

　キャリア・サポート・センターでは、学生の皆さんが将来、社会に出て大きく活躍
できるよう、大学院進学、そして就職へとつながる様々な支援を行っています。たと
えば、２年生後期にはキャリアデザインの講義を行います。３年生前期には大学院進
学を軸とした新しい時代のキャリア・アップのためのガイダンス、個別相談フェア、
インターンシップ支援があります。秋からは就職活動に役立つ説明会、研究会を開催
します。海外インターンシップの説明会と支援も行っています。進路・進学、就職の
ことなら、ぜひ気軽にお立ち寄り下さい。

『学部から大学院、そして社会に飛び立とう！』
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■模擬講義
【A1】建築土木工学コース紹介

（定員：午前100人、午後100人） 

建築学トラック

会場　C108教室 時間　11:10～11:20、14:20～14:30

オープンラボラトリ
創造工学科　建築土木工学コース

■模擬講義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築学トラック市村研究室 
未来の公園を考える～都市における公園の価値～
 

会場　C108教室 時間　11:20～12:10、14:30～15:20

各トラックに分かれて専門科目を修得

土木工学トラック

専門科目の修得（2年後期から）

基礎共通科目の修得（2年前期まで）

トラック制の設定

建築土木工学コースは「建築学」と「土木工学」の

専門分野（トラック）を持つコースです。２つのトラ

ックの違いは？ 共通して学ぶことは？ 卒業後の進路

や就職先は？ などについて、わかりやすく説明いたし

ます。また、体育館で実施しているブースでも現役の

学生と教員が待機しておりますので、コースのことな

どでわからないことは、いつでもお尋ねください。

都市では、人間の安全性、利便性や快適性を考え、「建築、道路や橋など」の「人工的な

施設・空間」を整備してきましたが、実際には、人工的な空間だけでなく、「自然・緑」が

存在する「公園」のような「自然的・半自然的な施設・空間」も整備してきました。

都市において「なぜ公園は整備されてきたのでしょうか？」

それは、（当たり前かもしれませんが）「公園に役割が期待されている」、すなわち、「価

値」があるからです。例えば、公園・緑には、植物があることによる「花、紅葉などの美

しさ（景観）」、「生態系を保全する役割」や、「環境問題に対応する役割」などが期待され

ています。また、社会・時代の変化の中で、都市における公園・緑の役割・価値は変わっ

てきており、近年では、少子高齢化等の地域課題に対応することなども期待されています。

本講義では、都市における公園の期待されている「価値」に着目しながら、将来～未来

の公園について、研究室が関係するプロジェクトなども踏まえながら考えていきます。

左：地域課題解決に向け、市民や本学の学生が室蘭市の高砂 丁目公園のリニューアルを考えるワークショップ

右：市民や学生が一緒に考えてリニューアルした高砂 丁目公園の模型 学生が作成

※高砂 丁目公園は、大学の正門の前にある小規模な都市公園（街区公園）です。

左・中：登別市の亀田記念公園では、屋内だけでなく、屋外での自然体験ができる「子育て支援プログラム」を

が実施し、公園の利用者数が増加。プログラムづくり・運営等で研究室の学生も参加。

右：公園での子育て支援プログラムを活用する主婦層をプログラム提供側へと育成するプログラム

 

　その後に、ご参加いただいた皆さんには建築学・土木工学のトラックで共通した模擬講

義、さらに建築学と土木工学に関わる体験学習で学んでいただけます。
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オープンラボラトリ
創造工学科　建築土木工学コース

  
写真 液状化実験と「エッキー」 写真 コンクリート強度実験

写真３ タンクからの落水の再現実験 写真３ 波による水の流れの再現実験

地盤の液状化実験（川村研究室）

（ 年北海道胆振東部地震）。この地震では、札幌市を中心に液状化による甚大な被害

が発生しました。本コーナーでは、液状化現象と液状化と類似の力学現象である砂のパイ

ピング・ボイリング現象について、液状化シミュレーション装置「エッキー」とボイリン

グ試験装置（写真 ）を用いた実験を見学していただきます。液状化現象を解説し、その

メカニズムを学んでもらいます。

コンクリート実験（菅田研究室）
東日本大震災では多くの橋が被害を受けました。2016年熊本地震、北海道東部地震

でも被害が発生しました。３年生の授業では写真 のような鉄筋コンクリートのはりを製

作、破壊実験を実施し、地震に負けない橋を造るための基礎知識を学んでいます。本コー

ナーでは、はりの製作過程の写真や実験動画、実験後のはりを見てもらいます。また、従

来型コンクリートの約３倍の強度を持つ高性能コンクリートの強度実験を体験してもらい

ます。

水に関するデモ実験（吉田研究室）
台風の巨大化によって洪水や高潮といった水災害が多発する傾向があります。こうした

災害から人命や財産を守るために、ハードとソフトの両面からの備えが必要です。土木工

学トラックでは水理学の講義や実験を通じて、川や海での水の流れを制御する方法につい

て学びます。本コーナーでは、写真 に示すようなデモ実験を通じて、クイズ形式で水の

流れについて学んでもらいます。

会場　A012およびA011 時間　11:10～12:10、14:20～15:20

■土木工学トラック体験学習　  土木工学トラック 川村研究室・菅田研究室・吉田研究室
土・コンクリート・水に関する実験

2011年東日本大震災の他、北海道でも2018年9月に巨大地震が発生しました
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オープンラボラトリ
創造工学科　建築土木工学コース

建築の図面や模型をみなさんは見たことがありますか？

建築設計・デザインにとって、図面や模型は重要なコミュニケーションツール（道具）

であり、いわば建築にとってそれらは“ことば”のようなものです。つまり図面や模型に

よって我々は建築を考えるとともに、「どのような建築・空間をつくろうとしているのか？」

を相手に伝え、また理解しているのです。室蘭工大建築学トラックの学生も、まずは建築

図面の描き方を十分に学び、その上で様々な設計課題に取り組み、自分のイメージした建

築を図面や模型を通して考え、そして伝えようとしているといえます。

このオープンラボラトリでは、次のような様々な建築図面や模型を展示説明します。

① 建築設計の授業での課題作品（学生作品）

② ４年生の卒業設計作品（建築学トラックでは、卒業論文ではなく、卒業研究として
設計を選択することができます）

③ 大学院生の様々な設計作品

④ 建築学トラックの研究室のプロジェクト作品

これらによって建築設計・デザインの一端に触れるとともに、建築に興味のある人は眺

めるだけでも楽しめる内容となっています。また建築学トラックの学生たちや大学院生か

らも、直接話を聞くことができますので、図面や模型を眺めるのみならず、「建築学生の大

学生活はどうか？」「室蘭はどのようなところか？」など、いろいろと質問してみてくださ

い。

会場　D101 時間　11:10～12:10、14:20～15:20

■建築学トラック体験学習　　　　　　　　　　　　　　建築学トラック　山田研究室
建築図面・模型に触れる
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■模擬講義
機械ロボット工学コースの紹介

（来場参加者定員　午前100名、午後100名）

■会場　 A304 時間 11:10～11:30、14:20～14:40

■会場　 C154 時間 11:35～13:00、14:45～16:10

オープンラボラトリ
創造工学科　機械ロボット工学コース

後援：(一社)日本機械学会北海道支部

創造工学科　機械ロボット工学コース

熱エネルギー工学研究室では、日本のモノづくりの根幹を支える鋳造（ちゅうぞう）を

ベースに、金属材料の強さや耐久性、その他の特性を調査・評価しながら、既存素材の付

加価値をより高める技術開発や新素材を実用化するための技術開発を行っています。

鋳造は、金属やその他の材料を溶かして、型に注ぎ込んで固める製造プロセスです。非

常に古くから行われており、金属製品を製造するための主要な方法の一つです。このプロ

セスによって、様々な形状やサイズの製品や部品を作ることが可能であり、大量生産に適

しているため、自動車や航空機、建築、家電製品など、さまざまな産業で広く利用されて

います。

本ラボでは、ものづくりの魅力を語り、実際に鋳造を体験していただきます。金属（低

融点合金）を使ってペーパーウエイトを作る、日本でも珍しい体験です！自分で製作した

ペーパーウエイトは記念に持ち帰れます！

■ものづくりの魅力を語る模擬講義 ■現型（左）とペーパーウエイト（右）の一例

機械ロボット工学コースは、機械工学をベース

として、ロボット工学を取り込んだ分野を扱うコ

ースです。機械工学やロボット工学で学べること、

教育課程の特徴、研究内容、卒業後の進路、学生

生活などを、わかりやすく説明します。

コース説明の後、生徒の皆さんには、４つのラ

ボツアーのうちの１つに参加して、機械ロボット

工学の醍醐味を味わっていただきます。

熱力学

流体力学

材料力学

機械力学

センシング

コントロール

メカニズム

ロボット工学機械工学

■模擬講義
【B1】日本のモノづくりの根幹を支える鋳造を体験
　　 ～低融点合金を溶かしてペーパーウエイトをつくろう！～

(来場参加者定員　午前40名、午後40名) 

熱エネルギー工学研究室（清水教員、楠本教員）
後援：(一社)日本機械学会北海道支部
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■模擬講義
【B2】ディーゼルエンジンの組み立て・解体ショー

（来場参加者定員　午前30名、午後30名）

■会場　 B117 時間 11:35～12:40、14:45～15:50

■会場　 B117 時間 11:35～12:40、14:45～15:50

オープンラボラトリ
創造工学科　機械ロボット工学コース

流体工学研究室（河合教員）
後援：(一社)日本機械学会北海道支部

■模擬講義
【B3】振動音響現象体験

（来場参加者定員　午前10名、午後10名）

創造工学科　機械ロボット工学コース

機械力学研究室（松本教員）
後援：(一社)日本機械学会北海道支部

皆さんが普段使っている自動車、バス、鉄道ではエンジンを駆動させることで動かすこ

とができます。しかし、排出ガスが地球温暖

化を促進する要因となり問題となっています。

機械ロボット工学コースでは、軽油の代替エ

ネルギーのバイオディーゼル燃料に注目して

います。バイオディーゼル燃料を使用するこ

とで 排出量をゼロカウントにできます。

本ラボでは、研究でも使用しているディー

ゼルエンジンの解体・組み立てショーを行い、

解体・組み立てからエンジンの仕組みについ

て体験していただきます。また、実際のバイ

オディーゼル燃料をエンジンに入れて始動体

験します。普段見ることができない実際のエ

ンジンのリアルな音・匂い・迫力を感じて、

自分が学ぶ将来の研究を描いてください。

■バイオディーゼル燃料を入れた
ディーゼルエンジンの始動体験

機械力学研究室では、機械の振動や騒音に関

する研究をしています。騒音に関する研究では、

自動車のサイレンサー内の気流から出る音（空

力騒音）やカメラ部品の振動から発生する騒音

計測などにより，騒音抑制の一助を担います。

振動に関する研究では、カメラのシャッター機

構など小型部品の衝突振動を中心に、物体形状

や支持条件を工夫することによる振動抑制を目

指しています。さらに、振動を利用して材料特性を計測するなど、振動音響現象の利用も

考えています。機械力学研究室では、壁からの反射音が小さい部屋である、無響室の見学
で非日常体験をします。この他、肉眼では見られない振動の可視化の実験を体験します。

無響室
（音波の反射が
　少ない実験室）

■固有モードで振動する円筒（左）と放射音（右）
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■会場　 A216、C204、C205、C206 時間 11:35～13:00、14:45～16:10

オープンラボラトリ
創造工学科　機械ロボット工学コース

精密メカトロシステム研究室では、ロボット技術と通信ネットワーク技術を統合化した

システムインテグレーションの研究を進めています。小型化を指向したマイクロロボット

の移動機構設計などのハードウエアから知能化制御やこれらロボットの自律制御に必要と

なる自分の位置を知るための推定技術などのソフトウエアまで幅広い研究テーマで活動し

ています。今後ますます 技術が浸透していく中で、身近に活躍が期待されるロボット

技術について、肌で触れて、体験して下さい。

をスローガンに世界のものづ

くり現場では、今や多くのロボットが工場の生

産ラインで稼働してものづくりを支えていま

す。しかし、未だ人のように柔軟に働けるロボ

ットはありません。システム制御工学研究室で

は、人のように柔軟に働ける次世代のロボット

の実現に向けた研究を行っています。

本ラボでは、ロボットアームやロボットハン

ドによるデモや操作体験を行います。これらを

通して、現在のロボットの課題やロボットが動

いたときのワクワク感を体感してほしいです。 ■ロボットアームの実演と操作体験

■授業で製作したロボットシステム

また、４年次に開講しているロボットシス

テムを設計・製作する授業で学生が製作した

システムのデモも行います。この見学を通し

て、本コースで身につくスキルについて具体

的にイメージしてもらえたらと思います。

■体験学習
【B4】ロボットの技術の体験
　　～最新研究紹介＆実習授業のデモ～

(来場参加者定員　午前20名、午後20名) 

精密メカトロシステム研究室（水上教員)、システム制御工学研究室（藤平教員）
後援：(一社)日本機械学会北海道支部

壁面移動ロボット

管内走行ロボット

ロボットとネットワーク
システム統合化
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■オープンラボ
航空宇宙工学コース・航空宇宙総合工学コース・航空宇宙機システム研究センター
【C1】飛行機の操縦メカニズムをフライトシミュレータと風洞実験で、
　　ジェットエンジンを実物で体験しよう！

(定員：午前12名、午後12名) 

オープンラボラトリ
創造工学科　航空宇宙工学コース

■会場　N303⇒S棟 時間 11:10～12:40、14:20～15:50

　20世紀初頭に発明された飛行機は、人および物資の長距離高速輸送手段として21世紀においてもますま

す重要となっており、世界諸国で次々と新型のジェット輸送機（旅客機・貨物機）が開発されています。

さらに、地上と宇宙の間を安全に行き来する飛行機型の宇宙機「スペースプレーン」の出現が期待され

ており、室蘭工大でも小型超音速飛行実験機「オオワシ」の研究開発を進めています。

１．飛行機の操縦メカニズム これら飛行機やスペースプレーンは、その翼にはたらく揚力を活用して

飛ぶと同時に、左右主翼、水平尾翼、垂直尾翼などに局所的にはたらく揚力を調節することによって機

体の姿勢を変えます。そして、機体の姿勢を変えることによってはじめて飛行方向を変えることができ

るのが、飛行機の運動の特徴です。このように揚力によって機体の姿勢と飛行方向を同時にあやつるこ

とが飛行機の操縦です。この体験学習では、フライトシミュレータで操縦桿や操縦ペダルを操作しなが

ら飛行を模擬（simulate）することや、低速風洞実験で飛行機周りの流れを観察したり揚力を体感するこ

とを通して、飛行機の操縦メカニズムを体験しましょう。

２．ジェットエンジン 皆さんはジェットエンジンと聞いた時、どんなイメージがありますか？すごく

パワフルで高速を出せると言ったところでしょうか？ 本オープンラボでは、推力 22kgf のジェットエン

ジンがフルスロットルで作動している音を実際に聞いてもらって、更にはエンジンの操作も実際に体験

できます。

第一世代オオワシ・プロトタイプ機の飛行

汎用フライトシミュレータ 研究用フライトシミュレータ 低速風洞実験

第二世代オオワシ・1/3サブスケール機

第二世代オオワシ1/3サブスケール機の後ろ姿（ジェットエンジン搭載） ジェットエンジン

航空宇宙工学コース　　　　　　　https://u.muroran-it.ac.jp/aero/index.html
航空宇宙機システム研究センター　https://u.muroran-it.ac.jp/aprec/
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■オープンラボ

【C2】次世代航空機に絶対に必要なものはなんだ！？
　　 ～全自動？極低温のふしぎ？流れが目に見える？音で燃やす？～

(定員：午前30人、午後30人)

オープンラボラトリ
創造工学科　航空宇宙工学コース

■会場　N303⇒A112、A007+A008、A102、A001

次世代航空機の開発に必要な様々な最先端技術。では、実際にどんな技術が必要なのでしょうか？本学

では、国の研究機関や民間企業と共同で、その最先端技術の提案と実証を行っています。航空コースの

オープンラボでは、その一部分を見学できます。

１．全自動？―超音速無人航空機の実現に向けて―

現在ドローンに代表される無人航空機が、空の産業革命として注目されています。本無人航空機の頭脳

の役割を果たすのが誘導制御系です。本オープンラボにおいては、超音速無人航空機の実現に向けて、

ラジコン模型飛行機をベースに構築している無

人航空機を見学いただき、その動作原理ならび

に実際に飛行させた映像をご紹介します。

２．極低温のふしぎ？―次世代の燃料，冷やす

技術－

次世代の航空機では、燃料に極低温の液化水素

を用います。液化水素を用いたエンジンは、二

酸化炭素を排出しません．オープンラボでは，

極低温で見られる不思議な世界、冷やす技術を

紹介します．

３．流れが目に見える？―超音速の流れを作る！

見る！―

大気中を高速度で移動する技術を開発するため

には、高速な空気流の性質を詳しく知る必要があ

ります。本オープンラボでは、地上で超音速の流

れ場を再現する「衝撃波管」や「小型超音速風洞」

などの実験装置を見学します。また、シュリーレン

法に代表される流れ場の光学的可視化手法などを

紹介します。

４．音で燃やす？―超音波（音）でエンジンの能力を極限ま

で引き出す―

飛行機のエンジンは、途中で止まってはいけない、パワーも

必要、でも燃料は少なめで動かさないといけない、など究極

的に厳しい条件を要求されています。これまでどおりのエン

ジンではだめ。人間の耳には聞こえない超音波がエンジン能

力を極限まで引き出しました！

これらは、まだ多くの部分は内緒の技術。。。

ちょっとだけお見せします。

時間　11:10～12:40、14:20～15:50

離陸から着陸まで飛行中は全自動です！

速い流れは実は目で見えます！

音の力で浮いたままの火炎です！

浮いている
火炎

超音波
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■会場　A333 時間　11:10～11:20、14:20～14:30

■コース紹介・展示コーナー・ラボツアー
【D1】電気電子工学コースの紹介
　　　　　　　　　／電気電子工学コース（昼間）と電気系コース（夜間主）

（参加者定員：午前７０人、午後７０人）

オープンラボラトリ
創造工学科　電気電子工学コース

■会場　A333 時間　11:20～12:40、14:30～15:50

■体験学習
電気電子工学コースでの日常の教育・研究にふれていただけます
電気電子工学展示コーナー／電気電子工学コース

お絵描きロボットの実演 赤外線通信ボイスチェンジャーの実演

マイク

赤外線ＬＥＤ

フォトトランジスタ

スピーカー

無線通信

送信回路

受信回路アンプ

アンプ

本学の電気電子工学コースの学生さんが，普段，受けておられる教育内容や，電気電子

工学コースの特長を，スライドプロジェクター，大型パネル，実演デモなどの展示にて紹

介いたします．

・電気電子工学コースの４年間のカリキュラム

・最新の就職状況と卒業後の進路実績

・電気電子工学コース卒業後に取得可能な資格

・講義で使用している教科書

・授業で使っている講義ノートのスライド

・マイコン電子工作の実演（予定）

などをご紹介いたします．また，会場には，教員や学生が待機しておりますので，お気軽

に疑問点等をご質問ください．

創造工学科電気電子工学コース（昼間コース）ならびに電気系コース（夜間主コース）

のオープンラボラトリでは，まず初めに，電気電子工学コースの概要を説明させて頂きま

す．とりわけ，

１．電気電子工学とはどのような分野なのか

２．本学の電気電子工学コースで行われている教育・研究

３．本学の電気電子工学コースの特長（取得できる資格，活躍している卒業生）

４．卒業後の進路・就職状況

について説明させて頂きます．また，質問時間も設けますので，遠慮なくお尋ねください．

また，つぎの２つ企画を用意しておりますので，この後，ご希望の企画にご参加ください．
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■会場　電気電子工学コースの研究室 時間　11:20～12:40、14:30～15:50

 

オープンラボラトリ
創造工学科　電気電子工学コース

■体験学習
電気電子工学コース ラボツアー／電気電子工学コース
先端的な電気・電子・コンピュータ・通信・制御技術を直に体験

超音波システム研究室

音響放射圧により数百μｍまで浮揚．
振動板上で保持され，落下しにくい．

波動エレクトロニクス研究室

次世代通信用高性能光デバイスの開発

温度差で発電できる材料など
超高圧下で新物質を開発

走査型トンネル顕微鏡 原子を観察

強相関電子物性研究室

電磁エネルギーシステム研究室

進化型アルゴリズムを使って電磁機器を最適化

初期個体（ランダム配置） 進化計算過程 最適形状with磁束線
磁気記憶装置用の磁気ヘッドの形状最適化の例 ３Dモデル

電気電子工学コースでは，各教員が個人個人のアイデアと自由な着想に基づき，さまざ
まな独創的な研究を行っております．

また，大学院生は，研究室の教員の指導のもと，研究の成果を学会，研究会で発表して
おり，場合によっては，国際会議にも出席し，英語での発表を行い，海外の研究者と研究
討論することもあり，学生さんは，研究室配属後のわずか２年間で驚くほど成長していき
ます．

下記は研究室の一部抜粋です．
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光計測研究室

単体ウィルスも検出可能な表面プラズモン技術

気体エレクトロニクス研究室

放電プラズマでモノをこわす／つくる

放電プラズマの解明 放電プラズマの応用

電子システム制御工学研究室

足歩行ロボットの制御

多数のモータを同期させる
巧みな制御を目指す

モータをたくさん使った
4足歩行ロボット

すたすた
歩きます

ピョンピョン
飛び跳ねます

とことこ
歩きます

分子エレクトロニクス研究室

ダイヤモンドで
大気圧の 万倍の実験環境を実現

オプトロニクス研究室

低コストの光ファイバセンサの開発

電波応用工学研究室

シミュレーション技術
電磁波圧電デバイス

高圧電子物性研究室

知的材料を作って、測る

本研究室ツアーでは，これらの研究が行われているいくつかの研究室の現場を直接ご覧い
ただきます．見学中は，教員や大学院生がご案内しますので，気になったことがあれば，
お気軽にご質問ください．また，一部の見学コースでは，少し離れた建物に移動しますの

で，大学キャンパス全体の様子もご見学頂けます．
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■体験学習
【E1】-196℃の世界と超伝導(a)、(b)／物理物質システムコース

（定員：午前25人×2組、午後25人×2組） 

■会場　(a組) K104、(b組) N408 時間　11:10～12:40、14:20～15:50

オープンラボラトリ
システム理化学科　物理物質システムコース

図

図 地上から約
浮上して走行する
磁気浮上式リニア
モーターカー

高温超伝導体の上に
磁石が浮いている様子

　システム理化学科・物理物質システムコースでは、人と地球環境の役に立つ物質の研究

をしています。そのひとつに、日常世界よりずっと低温まで冷やしていくと、突然電気抵

抗が零で電流を流すようになる「超伝導体」があります。

　電気抵抗が零になるとどんなメリットがあるでしょうか？もし、我々の生活に欠かせな

い電気を供給する送電線を超伝導体で作れば、損失なしに電力を送ることができ、省エネ

ルギー、地球環境の保全に大いに役立ちます。現在、超伝導送電は日本を含めた世界各地

で運用に向けての実証試験が始まっています。例えば砂漠のような場所で大規模な太陽光

発電をし、超伝導送電ができたら、なんとエコロジーなことでしょう。

　また、電気抵抗が零と

いうことは熱の発生を

伴わないので、非常に強

力な電磁石を作ること

ができます。これを利用

しているものに、地上か

ら浮上して超高速で走

行するリニアモーター

カー（図 １；2027年

リニア新幹線開業目標）

や、人体の断面を映像化

するMRI診断装置など

があります。さらに、超伝導現象を巧みに利用したSQUIDという素子を用いると、人間の

脳が発する極めて微弱な磁気的信号も検出することができます。

　良いことずくめの超伝導ですが、残念なことに超伝導現象が起こる温度は現在のところ、

通常の圧力下においては室温よりもずっと低いという難点があります。そのために世界中

で、室温超伝導の実現を目指した研究が進められています。今から３０年余り前には、液体

窒素の沸点（-１９６℃）で超伝導を示す酸化物が発見されました。この温度でも革新的な

飛躍でしたので『高温』超伝導体と呼ばれ、発見した研究者たちはノーベル賞を受賞しま

した。

　本実験では、まず-１９６℃という低温の世界を身近な物

理現象を通して実感していただきます。草花や風船などを

-１９６℃の液体窒素に浸して、どうなるか見てみましょう。

膨らんだ風船が液体窒素によって冷やされるとどうなるか

想像してみてください。次に、『高温』超伝導体を同じく液

体窒素で冷やして、上空に磁石が浮上する様子を観察して

みましょう（図２）。リニアモーターカーとよく似た現象で

すが、原理は異なっていて、超伝導の本質的特性によるも

のです。さらに、磁石から出ている目に見えない透明な磁

力線を釣り糸にして、液体窒素の中から超伝導体を釣り上

げてみましょう。トリックでも何でもなく、現実に起こる

この不思議な現象は魚釣り効果と呼ばれます。
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■体験学習
【E2】体感！鋼がバネになる瞬間／物理物質システムコース

（定員：午前16人、午後16人） 

■会場　K101 時間　11:10～12:40、14:20～15:50 

オープンラボラトリ
システム理化学科　物理物質システムコース

はがね

　物理物質システムコースでは様々な物質の性質を明らかにし、新しい性質、あるいは優

れた性能をもつ物質を創造することを目的とした研究を進めています。

　皆さんは化学反応させるのに加熱することが多いと、思いませんか？。なぜ加熱するの

かを考えたことはありますか？１つの理由は熱エネルギーを与えると物質中の原子が移動

可能になるため、新しい結合ができたり、原子配列が変化できたりするからです。と言わ

れても、原子は肉眼では見えないため、高温で原子が“本当に”移動（専門用語では拡散

することを、直接は確かめられませんね。…しかし！間接的に体感することはできます。

→　面白そう、と思われたら、この体験実験に参加し

ませんか。

　種明かしは本番にとっておきますが、皆さんには鋼

（ピアノ線）でバネを造ってもらいます。その工程中

で、鋼がバネになる瞬間を体感できるはずです。その

時、どのような物理的な変化が起こっているかを解説

しますので、皆さんは高温下で鋼の原子が駆け回る様

子を想像できるようになる…と私たちは確信していま

す。システム理化学科の１年生が授業で実際に行って

いる内容ですから、大学の授業の体験にもなります。

ぜひ参加してください。

）
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■実験・体験学習
【F1】化学生物オープンラボラトリ１

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　H109 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50

オープンラボラトリ
システム理化学科　化学生物システムコース
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■実験・体験学習
【F3】化学生物オープンラボラトリ3

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　H107 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50

オープンラボラトリ

■実験・体験学習
【F2】化学生物オープンラボラトリ2

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　Ｕ308 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50
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■実験・体験学習
【F5】化学生物オープンラボラトリ5

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　U409 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50

オープンラボラトリ

■実験・体験学習
【F4】化学生物オープンラボラトリ4

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　H103 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50
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■実験・体験学習
【F7】化学生物オープンラボラトリ7

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　H202,H220 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50

オープンラボラトリ

■実験・体験学習
【F6】化学生物オープンラボラトリ6

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　U205,U206 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50
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■実験・体験学習
【F9】化学生物オープンラボラトリ9

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　H320 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50

オープンラボラトリ

■実験・体験学習
【F8】化学生物オープンラボラトリ8

（定員：午前10名、午後10名）

■会場　H105 時間　11:10～12:40, 14:20～15:50
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■模擬講義 （定員：午前50名,午後50名）

【G1】数理情報システムの最前線：室蘭から世界へ
数理情報システムコース

■会場 V棟1階 VRシアター 時間　11:10～12:40，14:20～15:50

オープンラボラトリ
システム理化学科　数理情報システムコース

数理情報システムコースでは，数学を基礎と

した情報学の知見を活用し，世界の研究者がし

のぎを削る未解決問題から地域の身近な困りご

とまで，各教員のアイデアと自由な発想に基づ

いて解明と解決に挑んでいます。本コースの学

生は，卒業研究でこのような研究活動に参画で

きるよう，コンピュータを自在に操るためのプ

ログラミングに加え（プログラミング演習），

我々がコンピュータに適切に指示を出すために，

コンピュータが与えられた問題をどのように解

釈しどのように解答を導出するかを学びます

（データ構造とアルゴリズム，情報理論，数論

アルゴリズム）。

このオープンラボラトリでは，①本コースで学べること，②研究内容，③卒業後の就

職・進学状況とその支援体制ついて説明します。その後は，本コースで取り組んでいる

研究のベースとなる情報系の専門科目について，高校生のみなさん向けにアレンジし直

したわかりやすい模擬講義を行います。この講義を受けて数理情報学の専門分野を体験

してみませんか？

高校生のみなさんでも「コンピュータは と だけで計算している」ということは

聞いたことがあると思います。しかし，みなさんがスマートフォンなどを使う際に，

と を入力することはほとんどなく，フリック入力や音声入力を使っていると思いま

す。これらは，言葉（文書や単語，文字）や音声（空気振動）ですので，そのまま計算

できない様に思えます。この研究紹介では，人間の音声や言葉をコンピュータがどのよ

うに処理し，理解しているのかについてやさしく紹介します。その後，卒業研究などで

学生が取り組んでいる研究活動の紹介として，コンピュータで音を合成し音声を生成す

る統計的音声合成システムについて優しく解説しながら，実際に教室に持ち込んだパソ

コンでその場で統計処理をして音声を作り，その音を実際に聞いてもらいます。

テキスト
解析処理

音声合成
処理

（別名， ）システム

音量，音高，
音色を生成

入力から
言語特徴量を計算

再生したい音声の
テキストを入力

スピーカから
音声を再生

統計モデル

音に変換

音コミュニケーション研究室（小林教員）
■会場 V棟1階 VRシアター

■研究紹介
統計的に音声をつくる／数理情報システムコース

統計的音声合成
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■キャンパス周辺バスツアー
【H1】男子学生寮･ものづくり基盤センター･ロボットアリーナ

（定員：午前120人、午後120人） 

■出発　体育館前 時間　11:10～12:30、14:20～15:50

キャンパスツアー

■歩いて見学
【H2】講義室・図書館・大学会館・生協パレットなど

（定員：午前20人、午後20人） 

■出発　体育館前 時間　11:10～12:10、14:20～15:20

男子学生寮（明徳寮）
　男子学生寮（明徳寮）を見学します。本学への志望を考えている方は、この見学を機会

にこれからの大学生活のイメージをふくらませてみてはいかがでしょうか？

【ものづくり基盤センター】
ものづくり基盤センターは、教育・学習支援部門、地域連携

部門、ものづくり基盤技術研究部門の三つから成り、ものづく

り教育支援活動を行っています。若い世代への技術の伝承、最

先端の加工技術の探究、地域との交流を目的として、加工実習

や、実際に体験してもらい、ものづくりの素晴らしさを、次世

代を担う若者達へ伝えるというひとづくりにも積極的に取り組

んでいます。

【ロボットアリーナ】
ロボットアリーナは、ロボット工学をベースにした地域公開型

施設です。地域青少年への技術体験の提供、学内の教育・研究支

援を行なっています。ツアーでは施設見学・ロボット操作体験を

予定しています。知育ロボット・オリジナルロボットキットや

プリンターなどロボット製作に必要な工具に実際に体感し

日ごろの大学生活をじっくりと直接感じてもらうため、講義室の並ぶ講義棟、自習・レ

ポート作成を行う図書館、カフェテリアのある大学会館、文具・家電・旅行・食料品を取

り扱っている生協パレットなどをガイドのもと順次散策いたします。

■女子寮見学
【H3】女子学生寮見学会

 （定員：女性のみ各１０人）  

■出発　体育館入口 時間　11:10～11:45、13:00～13:35、14:20～14:55

（キャンパスツアーは高校生、保護者どちらも申込可能です）（キャンパスツアーは高校生、保護者どちらも申込可能です）

てください。これを機会にロボット開発者・研究者の道を歩む未

来の自分を想像してみてはいかでしょうか？

女子学生寮（明凛館）を見学します。個室（トイレ、洗面台付）、共有スペースである

ラウンジやキッチン、シャワー室、洗濯室などを寮生ガイドが案内します。女性のみ入館

が許可されていますので、男性は参加できません。 
女子学生寮は平成 年 月に設置されたＡ棟（鉄筋コンクリート 階建）、平成

年 月に増築されたＢ棟（鉄筋コンクリート 階建）からなり， 個室の他に、ラウンジ、

台所、シャワー室、面談室などが整備されています。また、 時間体制の管理システムで

学生の安全が確保されています。
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キャンパスツアー

キャンパスツアーでは、前項の学内施設・センター等を「キャンパス周辺バスツアー」

と・「歩いて見学」に分類して、それぞれをご案内します。（下図参照）

☆いずれも最初、体育館にお集まりいただき、そこからスタッフがご案内いたします。

歩いて見学

大学会館
（学生食堂）

女子学生寮

生協パレット

メイン会場
（体育館）

キャンパス内

ロボットアリーナ

ものづくり基盤
センター

徒歩
バス

メイン会場
（体育館）

大学会館
（学生食堂）

キャンパス周辺バスツアー

バス

男子学生寮

28



29

目 次
学長からのメッセージ
オープンキャンパスのプログラムとスケジュール
オープンキャンパスの歩き方
キャンパスマップ

１
２
３
４

メイン会場企画 ５～７

オープンラボラトリ

８～10

11～13

14～15

16～18

19～20

21～25

26

27～28

29

30

キャンパスツアー
1.　 キャンパス周辺バスツアー
2.　 歩いて見学
3.　 女子学生寮見学会

1.　 模擬講義　研究基盤設備共用センター企画
　　　　 分析機器に触れてみよう
2.　 室蘭工業大学生協企画
　　　　 保護者説明会　～室工大生の暮らしがわかる～
3.　 学内自由見学　図書館

特別企画

無料送迎バス  オープンキャンパス号

◆創造工学科
　　1.　 建築土木工学コース 
　　　　　　建築土木工学コース紹介、未来の公園を考える  他
　　2.　 機械ロボット工学コース
　　　　　　機械ロボット工学コースの紹介
　　　　　　日本のモノづくりの根幹を支える鋳造を体験  他
　　3.　 航空宇宙工学コース
　　　　　　飛行機の操縦メカニズムをフライトシミュレータと
　　　　　　風洞実験で、ジェットエンジンを実物で体験しよう！ 他
　　4.　 電気電子工学コース
　　　　　　電気電子工学コースの紹介、電気電子工学展示コーナー  他

◆システム理化学科
　　1.　 物理物質システムコース
　　　　　　-196℃の世界と超伝導、体感！鋼（はがね）がバネになる瞬間
　　2.　 化学生物システムコース
　　　　　　化学生物オープンラボラトリ1～9：無限大の可能性はここで花開く
　　3.　 数理情報システムコース
　　　　　　数理情報システムの最前線：室蘭から世界へ  他

1.　 学科紹介ブース
2.　 入試・奨学金相談ブース
3.　 国際交流センター企画ブース
4.　 お持ち帰り・展示コーナー
5.　 室蘭工業大学生協ブース
6.　 希土類材料研究センター（ムロランマテリア）紹介ブース
7.　 キャリア・サポート・センター紹介ブース

■模擬講義　研究基盤設備共用センター企画
【 1】分析機器に触れてみよう

（定員：午前10人、午後10人） 

■出発　体育館入口 時間　11:25～12:25、14:35～15:35

特別企画

■学内自由見学
図書館
 

■会場　図書館 時間　10:00～16:00

室蘭の新生活について、現役学生がご紹介します。

※こちらの企画は高校生、保護者どちらも申込可能です。

■ 室蘭工業大学生協企画
【 2】保護者説明会 ～室工大生の暮らしがわかる～

（定員：100人） 

■会場　N209 時間　11:25～12:25
※こちらの企画は保護者のみ申込可能です。

※こちらの企画は申込不要で、高校生、保護者どちらも参加可能です。



オープンキャンパス号無料送迎バス

札幌駅 発 東室蘭駅 着 東室蘭駅 発 札幌駅 着

北斗 号
北斗 号

北斗 号

函館駅 発 東室蘭駅 着 東室蘭駅 発 函館駅 着
北斗 号 北斗 号
北斗 号 北斗 号

札幌駅 発 東室蘭駅 東口 着 東室蘭駅 東口 発 札幌駅 着

　オープンキャンパス当日は、「JR東室蘭駅西口」より「メイン会場（体育館）」まで無料送迎バスを
運行します。
　バス乗り場や時刻表は下記をご参照ください。

東室蘭駅 西口発 室蘭工業大学 体育館 着 室蘭工業大学 体育館発 東室蘭駅 西口着

この間 バスを随時運行 この間 バスを随時運行

■ オープンキャンパス専用バス時刻表

■ オープンキャンパス専用バス乗車場
■ 室蘭工業大学　体育館　乗車場■ JR東室蘭駅　西口　乗車場

B

B

B

オープンキャンパス
専用バス バス停
（体育館前）

大学
正門

体育館
オープン

キャンパス受付

札幌・新千歳空港方面 － 室蘭方面
■ JR時刻表

■ バス時刻表(道南・中央）《高速白鳥号》

すずらん2号
すずらん9号

函館方面－室蘭方面

札幌－室蘭

〒050ｰ8585 北海道室蘭市水元町27ｰ1
TEL.0143ｰ46ｰ5163(入試戦略課入試企画係)
FAX.0143ｰ45ｰ1381　E-mail nyushi@mmm.muroran-it.ac.jp確かな研究力をベースとした教育力

! お願い

室蘭工業大学キャラクター／ムロぴょん

東室蘭駅から
無料送迎バス
運行予定！
JR東室蘭駅西口～
室蘭工業大学
公共交通機関を
ご利用ください。

2023年 室蘭工業大学オープンキャンパス

室蘭工業大学
オープンキャンパス

58/ 土

9：30

▲

16：005土8/ 終日参加可能です

来場者用の駐車場を用意しておりますが、数に
限りがあり、予定者数を超えた場合には駐車す
ることができない場合があります。可能な限り、
公共交通機関や東室蘭駅からの無料送迎バスを
ご利用いただきますようお願いします。

2023 OPEN ＣＡ　ＰＵＳ参加対象者：高校生・受験生
（一部、保護者の方を対象とした企画も用意しています）

確かな研究力をベースとした教育力

【HPアドレス】 https://muroran-it.ac.jp/entrance/admission/event/opc/
事前予約 7月1日土 から受付開始！※定員を超えた場合は先着順となります｡

オープンキャンパスに参加する場合は
必ず事前に予約をしてください。

オープンラボラトリ 学科・コースでの学びを体験しよう！

キャンパスツアー 室工大生の生活環境や
　大学の研究施設などを見学しよう！

特 別 企 画 もっと室工大を知りたい人へ！

・発熱や体調不良などの場合には来場をお控えください。
・今後の新型コロナウイルスの感染状況により、開催中止や開催内容等が変更
　になる可能性があり、この場合は本学ホームページでお知らせいたします。

詳細･最新情報
はホームページ
にてお知らせ
致します➡➡➡
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